
舎
内
口
の
よ
う
な
議
激
怠
社
会
変
化
は
、
人
酬
明
附
関
係
の
務
線
化
、
郷
土
緩
に
代
毅
さ
れ
る
よ
う

な
繍
脚
綱
渡
織
の
翻
訳
失
、
地
綴
で
の
共
闘
同
活
動
の
議
滋
な
ど
、
鍛
多
く
の
醐
同
輔
臓
を
投
げ
か
け
て
い

ま
す
。
務
廷
、
世
代
醐
聞
の
鵬
制
緩
や
幾
か
い
家
臨
時
、
月
潟
村
品
家
療
の
出
掛
犠
ガ
窃
立
ち
つ
つ
あ
り
捜

す
。
特
足
、
綾
抵
の
鍔
少
年
の
務
口
ι%は
、
少
年
自
身
よ
り
も
家
一
獲
の
あ
り
方
、
家
銭
関
係
に

起
密
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
生
選
数
袴
宅
情
附
議
す
る
役
会
教
湾
擦
で
は
、
こ
の
よ
う
な
醐
制

裁
を
少
し
で
も
怒
り
去
ろ
う
と
、
地
区
公
開
問
問
醐
夜
中
山
山
は
ふ
れ
あ
い
響
幾
晴
樹
組
務
教
務
学
級
、

巡
続
審
学
級
な
ど
に
カ
を
渓
い
で
念
碑
執
し
た
。
一
続
年
か
ら
「
小
学
綴
就
学
鰐
父
飴
諮
問
摺
し
ゃ

「
中
学
絞
入
学
燭
父
邸
機
灘
L
も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
新
だ
に
松
代
史
流
を
深
め

よ
う
と
、
小
学
生
を
対
議
は
し
悠
「
小
学
生
地
時
制
挙
制
山
響
機
し
夜
絡
め
設
し
段
。

れ
山
之
内
五
九
な
お
ん
い
は
牛

1
2
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ニ
か
む
主
り
「
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る
b
Y
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間
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畿
日
公
開
醐
脇
の
道
路
で
小
学
校
六
年
生
寸
ら
い
の
努
の
子
た
ち
が
、

サ
ッ
カ
ー
ボ

i
ル
を
け
っ
て
遊
ん
で
い
た
の
で
勺
危
な
い
じ

ゃ
な
い
か

f
公
開
闘
の
中
で
滋
ぴ
な
さ
い
い
と
し
か
っ
た
と
こ

ろ
、
ご
』
の
滋
は
お
じ
さ
ん
ち
の
か
よ
。
怖
の
権
利
が
あ
る

の
よ
」
と
誘
っ
た
。
〈
押
仏
眼
岬
・
各
自
野
プ
ロ
ッ
ク
)

a
巡
融
制
部
の
線
瑚
府
中
、
体
が
丈
夫
で
な
い
た
め
途
中
で
休
ん
で

い
た
。
そ
こ
へ
L
L
級
生
が
き
て
、
「
な
ぜ
休
ん
で
い
る
」
と

流
つ
て
な
ぐ
る
、
け
る
の
議
カ
を
加
え
、
数
日
間
あ
ざ
が
潟

、
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
以
後
も
ρ

い
じ
め
a

の
対
象
に
さ
れ
た
。

(
中
間
ケ
神
間
明
プ
ロ
ッ
ク
)

穆
ガ
ラ
ス
を
紛
っ
た
ワ
、
清
掃
用
具
を
こ
わ
し
た
れ
ソ
、
忘
れ
物
を

そ
の
ま
ま
に
し
て
い
る
子
が
い
る
ぷ
太
洋
・
浜
岳
ブ
ロ
ッ
ク
}

今
の
子
供
た
ち
は
、
吋
自
己
中
心
約
で
患
い
や
丹
が
な
い
」

「
依
存
心
が
強
い
」
「
が
ま
ん
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
い
「
線

が
細
く
、
の
び
の
び
と
し
た
ガ
キ
大
将
が
い
な
い
い
:
。
各
会

場
で
、
今
の
子
供
の
か
か
え
る
様
々
な
問
題
点
が
、
事
例
を
交

え
て
揚
議
さ
れ
た
。

し
か
し
、
問
問
時
に
「
ど
う
い
う
子
供
に
寄
っ
て
い
く
の
か
は
、

ど
う
い
う
時
代
背
受
の
下
で
、
ど
う
い
う
親
に
、
ど
の
よ
う
に

世
間
て
ら
れ
た
か
が
醐
問
題
で
あ
る
い
と
の
視
点
か
ら
、
大
人
の
焚

伎
に
つ
い
て
、
数
多
〈
の
意
見
が
山
山
さ
れ
た
。

争
夜
間
巡
視
の
待
に
、
子
供
た
ち
に
浮
く
家
に
帰
る
よ
う
に
注

窓
す
る
と
、
「
家
に
帰
っ
て
仰
を
す
る
ん
だ
よ
」
と
い
う
返

事
。
彼
ら
に
と
っ
て
は
、
濃
い
夜
空
の
ド
で
、
仲
間
と
JMを

ふ
れ
あ
っ
て
騒
い
で
い
た
万
が
、
家
聡
ょ
っ
ず
っ
と
滋
か
い

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
(
神
間
・
機
内
ブ
ロ
ッ
ク
〉

品
切
税
で
あ
る
私
た
ち
が
、
向
付
分
さ
、
ぇ
、
自
分
の

f
供
さ
え
よ
け

れ
ば
と
か
、
あ
る
い
は
、
他
人
の
忠
也
刊
に
逆
う
ら
み
す
る
よ
う

な
心
の
抑
制
い
考
え
か
を
体
制
て
て
、
心
を
大
き
く
広
げ
て
、
入

と
接
し
て
ほ
し
い
。
(
神
間
ヴ
横
山
内
プ
ロ
ッ
ク
)

畿
地
域
の
由
。
で
、
エ
ネ
ル
ギ

i
に
あ
ふ
れ
た
P
T
供
た
ち
が
、
何

を
や
っ
た
ら
よ
い
の
か
、
州
内
を
や
ら
せ
て
や
っ
た
ら
よ
い
の

か
が
、
あ
ま
り
与
え
ら
れ
て
い
な
い
9

(

大
野
・
大
伎
ブ
ロ

ッ
ク
)

ぬで
T
他
山
が
小
学
校
五
年
の
時
吋
に
、
品
没
後
山
加
点
目
の
よ
う
な
こ
と
が

あ
っ
た
。
源
開
門
を
間
附
い
て
み
る
と
吋
ぼ
く
た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ

ア
ン
ユ
な
と
こ
ろ
を
、
先
生
が
受
け
と
め
て
く
れ
な
い
」
と

を
円
っ
た
。
(
中
採
・
神
間
引
ブ
ロ
ッ
ク
〉

子
供
た
ち
は
、
今
「
あ
え
い
だ
丹
、
苦
し
ん
だ
丹
、
悩
み
な

が
ら
」
私
た
ち
大
人
に
強
く
反
省
を
求
め
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

地域活動
J!krJ!止における献身的なY丹動は、 11f'~少年間f'l :t::. t'!.，y_や思

いやりの心を flて、 f会貯な環境を 11指して、数多く.fiゎ
j'L吟n、る，

①中高生の書士会章参加

地域じおける魚住全育成には、縦的民年蹄交流がIf('}jfて白

島り、 III''f~'{..r，fこなっても、r-jjl;会活動は統けるべ1;で

ある。 f>jJUこ使命感や再び、感動などを与える息叫J 白

らも必・鵠であるみ

命，j、ql"t慌の μ イIした f棋会告制l織し、縦争l合的純輸を

手iL~支ぺt:る Q

Ojll!域的ず'fJ.&:fi"'I'~~J苧iこ、中 ，'ílj校や，を!'J .ió的に事担11 させる

Jii)ミをぷすえる h

物大人 t[-(Jむの中心酔け込み、 ['jJむのかをつかんで、優

しさ、:也iしさ、世しさなどともに味わっていくことカず

JJF嵯であるや

⑫思いやりの心を事事てる

お~ト;仔')や抑刀打iに Nずる rú'; 倒的民lj1玄、人!日j刊をはく小

〈むうえでk切なニとてゆある そニに、!I!!人的摘みの

わかる iMかい心がず了内ていくふ

4章子供たちによい環境議

ままうの埼1J晶がよくな匂なければ、 ('11て以削る I'J~φ 

年を取り事〈持、会パi土廷は大人7')t(1;1)H¥したもので、以

上品:M，Htカリl'行的混Iklともなっている 3

場移 h¥ijj(グラブゾクスタンi'町本i点、 [，(共には給られないも

のが品る，'fiう糊でも i叶討をつける必略がある

後'~定睡でも ン J 十町苛r的 11:;市を 1>叶にしてはしい J

争 ~~h~ 1't'" 討の時4時IがiillMHこ L 、かに世日、か、 Jl!.!.J)iì，にお L 、て

も持活をねい、紛 11-3ニ符めるべきでFある

地域活動の課題
礼子J~1f吋ている地域治動がどめ刊皮肉劫泌をあげてい

るのか F 生た、泊所01が時式的に ~JÍUL 、本吋!こ HJI;円心

をとら ιたもO')I:なっているだろ?か り世田持ち汀

にも ;i，:iJ5'がある、総のよ 'J ・1M的 関心を >'lとめるとをも

L:'. S(統的機制的事'fJllが必喫?である。

N''':少年一位令官成約Aゅのために、)'，'年に立ち iかつても

らいたい ずF成の Ì~'~阜智弘告に y ，.，~てくれたらすばらし

、、二とす工カし

地域活動のあむ
[>iJもたち的しつけ、 n註n主刊、1'1;同心、忠、、やりな

どを打てるのは、京J>:語教育に ftうとニろが多いが、地域

11会て4的生活やふれあいのIjlで、rJ然にはぐ〈まれてい

〈ものである， f;(:..-')て、地I全ff成 i8.!F}]は、地域社会が一

体とな勺て、地2或ぐるみてー織りあげるよとが必U比で品る持

母〉一人…人が他人ま;)せでなく、 n分たちの "'fJI;I念日分

たちで"'f-り fiてるという立。識のもとに、 l!l!..hi拡活動にi晶

んで事1mしてほしいヲ

ゆ子供会ず1'bJtf，rnW1、 PTAi，奇跡、そ的他すべての地域的

1ft};は、みんなが日常 '1 治的・部と>j>え、家聡から~，~Jþ

出しての考会JJlIが必桜てす切る碕

しい地域づくむ
H為的1&1去には、家泌をとりまく地峨のかかわりがk

きいので、他人のことを，官、いやる地域づくりが噌まれるリ

nZ~'m /'''(I(J立 J控むV耳， HIカtなくなってしまったJ)!{，、地

域社会f)"n~l得的に、f-fjーたちにとって明ましい人間関係

をつ〈っていかなけtllまならないψ

はけ船長 ilî~拍音順じて、 i:..tか""，，(.，告はぐくむため的場~j' < 
りに静的る

i法山れあい在P環的る lj とつの f'tc>てとして、 I l'lj ニう:~'liF 
11!，j締りが協ノJして， .I控lj>J品を時{唱し、 i控びをfJe';>

ゲ地)，犯の会"，~-IまQ:.唱なニどで、 ，;わはようこんにち

(.1: f".<t"!.<.--パテ子ご ι と、 つ(，'，壬 UH'h'tう J

リJ~tをも"て他人的 Fにも iìι なすべ主で、 1U} された

り!ぷ占的討持hを了時てるようじ

，; ，tい土をは認めよう 他人的子そとはめる地(t-t土、総を

過してはめるのが叫!終的

拙域組織の強佑
"山山eう't弘〈世L少ヨ叶f勾平f予毛主割地II 令ずI打，&~訂E

グ円3剥組i却棋~1カtう3、お /υI、， Cい、"リ! サi述世ωJ倒持f協品))パL、j船長J)-';'':由句"般の泊

三韮を I'.'J る ，Q:，~距カ九昔、る a

:ある地iべでは、!'Iftl:;をに戸r"_少年fma"，;Ii!r、地上長ぐる，h

的体;制]で成~舎をあげていや

誤作号 'J←?ふ〆は、 II"I:¥)的事

キ11織を"<--.lj':fむして、強力なも

と，i.}!， う守

地域的~ff>t)!;高i":去、地 fE I1を i謹んで、行政 t-wr押 J目的必

成教ずfに])を人れて~;l Lい

どから地域内的

時~ql できる

〈毛~)子 J:)t~);'f，riに担ミざ L '"(<伝1抗予刊を多 (Jf;ぇ')人tL、 '1日li1IT
;t事tニI宣伝っち'"を拘l'，)_革して

考参討'J1M:Ji車，&;へのボラノティア活動なと:'t:.:-.twわることによ

リて、?品訓告 'jえてはいかが

。即~.代物的 'ldrW 散など、 n~長とのふれあいの険会を品

汁、必!{(在心が箆えるように会

修共1，;)、協))粘神的k切さを教えて

p 活動へ
ぐむ父掛べやふρずy校行

7的吊刊 f化じを宅
く};)PT A円りおゑII識をずFて、地時十世と献位。r1を1'<1吋 ，t;:ら φ

学校@霊安麗@地舗の謹帯
(l) r-JJ忠告門会的 Fとして、はつ的J{(す迅fAむを。
ぽ)Jlili'的 IllJ泌は隠さず、情報記J換が必/~昨

子供と円心的ふれ品いを大開にしてほしい?

母!ず了、格好、体ず了と、パラ〉ス的よい紋ずfにニ判~J.&. 告

ぐ 執JI:的中グ)j'I!HIをよく):'1{解して、、ただ与、蹴しく

J告2却してu.L 1，.、

<4)jU J.~としてのJりを身につけさ廿るため、 dil~滋 P折、や

di括主などを、 Jttl，~詳してほしい也

r!t， ，.J、出平行的鴨神zヵ、、いかに成klUlの，'I'''t平に'，lf-をな;'

刀足(!jlL.、お付I¥T':::せてj乏し"，

“"H，t"，%'I'.的'l'fljlでγ叶 Cもの j といわれている，%

'1-:. !Ï~才的資'('{Ç) lílJ U二時めていただき丈ごい

ド~il\ tlIlIJ的忠弘純一は健しいと，思うが、ゃなくとも、 r
ir:への教ず'1)j剣は統斗的な与え )j岳、

叫校内的JJ.l..i'!ti韮叫に対しては、職栴に 4



芸家躍の教背広ついて
(j)親の心掛けるべき点

移ぬかL 叶主1招IUJ をもゥて [-11七にナおし、'永棋の;:l1'a~ 九年在宅島

くようにする合

織でご子る 1'1，') [-11ちのJ鵠tニムjをかたむけ、 子供グ)，心的機

告知り、イコ7rむように-，.る

帯。住抗な .f誌で、 [-11M'! I慨にがぜかつて)JjJJむような導与

Ij、しカB リJjを-1""る今

事 [-11むカザ争っているよ丸ネル会そ~申告 '1ミかすように -c壮ずる

ニと ρ また、掛かいやli険心、地域的動への事均fl.G;(1え
:ニフ叫レ的キ脅かItない

静子ずfてを/lJ;織まカベ合にし在いで、父械も鮒械的に取り

会11む そして、 j法制的地地!'lnfr)JIこ開榔と主認をする

瞳階級11.'[-11てに』手立:するニとが~iL乏しいが倒 < .t，t.jU'は、

L.かりした)$'えのもとに勤める

轍 )1吉村(まはえない!;nlニ持っている 杭HllfW，jーの京J.i!iでほ

11:.'也、が卦吹!である

響子供時代的}JJぃ111をたくさんつくるように停める合

鶴子供の身につけなせたい点

毎[-f民的{i'!fI)]);を助1<L、桝刊を伸ばす

電参同jJljの人々とflI!ょくで:きるよう協J官伐を接サ

場他人的ニとを思いやる心合出 J"

織布OJσれり干イj九与砲をは).;;.りさ-，会、 J'il車グ)I:>(})!jをわ与支え

tさせる

静物的ff{(~"J わ l;rかりて日なく、心的 kυJ 当、作 ~í二ついて

会(f十かぜる〆

暢礼儀に始主って、札{刷工特わる屯i丹何-H'I号l'つける
場鯵 'ff.唱で 'I~iif;出品本を 1，1.<舟tlO'パ?させる必');::ヵ、ある

嘩 IBMやご雌枕塁、:J:)_"l_.、物なと手町 P土体i肢を .iJllして‘ US1l'
}J、弘樹JJ、融くことへの立欲告 11'てる

構 -jj'J; fを〆パ?たfI:'l'lょ士、 M:{老女でぺ， I)dミ〈令~l! i:i.， M長や山

fr総合議う

〈動家庭の留軍量点

静F つ[-O')，j{((iまで戸〉たとえの上うに、幼児IUIに端本

(!~Jなことを教えて!~fi"'1くりをしておく

鶴 子11
'
;0')1抑制は椛のIllJ泌であり、説的 11'町内'1;.1/i怒 JaJ;、

大切である

宅診お年詐りにつれなくしているような裁が、いくら fお

年帯りや身体的:;ミnlJ1な人はいたわるんでずよ J とL、

っても、思いJゃりゃ税切心は t.J':~4~えない。また、 HJI;

にがみがみいう説日身が t，J fl~ 不---;;文であ jW:、!"Jiim潟

係もくずれ、時一散の念も苛立なくなる。

擦は、父母ヵ 1")…恥制で子供に植し、 -~f~総命に生寄

る潜告。，-，-ニとである そして、 fイザも:)，}.:しみも J)j[-

でウ討す合ワ主U手ちをf年ゥてし叶u;r、r家にし、るより、，1<

i控u'をしていた Jjカ'-1'っと世ししりというような子世宅

にはならなし、と且lう諸

問るい'';<1握づくりは、]"-棋の継やかなnJ<:l!長と、明るい

地域-，-<りにつながる

親たち
〈おお父さんをたてよう

日常的 ，fffiののq，で、"上説的不1I1.(J:な発aにmJ磁があお号

fylJぇ(j:; あなたはお父さんに似てえゴらしな、、わねzとい

p たくちなど、父椛~弘ドした羽れfI1カPはらnるカに f-I.共
的諸111-_よい惚怖がある主¥;i}J!，;bllな いι 父様iまた-j，な

{J:{'であるニとをもJιなし、ように nずる 9

俗よそのそ子も淘じ密で害事てよう

よその{-f山ニ n~.ù したり、純子 ll~々付書{t'いがなくな

た"'叶 WI!がある 什叶的子山だけでなく、他人円前i

f刈も/，る、 2時U'tこよ B てはしヵ、<>_J:うなん人てーなけ"li主
ならない 大人同 1:カ j丘1針 f、J" ，~ {'i'いを官にし、お ft:I.、に

F 肢をは'，j:る磁波が)，.;CiJ.ごある

悪影響を与えるもの
(i)j可でも話し合える要量産基づくり

/')"';j;、匂をとり曳くt- !::;';Jf~!H色、特{こ、向1主的側 1 1::争 iι 会的

中では、判読め強いも的カ恨のま主 f.fJ!iたんの 11ぺ:"Jj(エ

ヘ♂てくゐ をと、世TIこは、 f:fH1('，Q''!l:;_内WIJ・T'y1え、伐の

11~，ilrí 人 I J bJ~UJfl O 晴:í{! íJjにある 1ごいわれている

'"1皐4千ri?ニゑ長る r'fp.j勾号P吋b主とザ勺，しレ、iこ3託し 2ささを子年〆咋つ Fごし、るJとし、オ》

れ、r品』川し

4も，いわれていJみ己 f作何μ呼[':¥"、 ても、/l1;J:I.)な'主 Ir~正〆i<

り〆〉防"被v)んじぬといえるのでは在いか

で的助"jとをしていたf!芋たし、

-1'1の術史{志、そグ)!Ejの r，'i守告はればわカる}とい がいじ的110時的窓口を新官官し、 [-1終的協みを受け

われている ，'f"Y11"に。つグ)III:I{を IJ..zることニ々、 ff < ilゐ会品を若えてほしし」

政的県たすべき 'f，噌払J

はまず、 11 ごろ身近十ぎて、 IL過ごしが九な dn:比や diL~

滋市を i叶必池谷段、 1Ii1"::.留品の，¥，:;4誌に略的るべきであ

る

岩盤の擁麓について
n，)li'~þJドキ11，捷引が dH\!:センター J;.I，:1Iこあリ、 n都内もそば

にあるため、耐とな〈人りづりいので、もっとうλ告に

11¥入りで!'}る窓11町，&it'lを唱えてはしい

出1I州制l や泌守路~のf<í: l:会[市計4-柏l~lj L、定;"Itl的jo'Yj'({l!J，:て

をド¥"，)ていただきたいd

'3)";'ん校内教材JlJH町時lHやイミhlがみりれるので、校敢に

瓦 l'車内生いようご内~1.躍をゆ

(.jì公怜ìllji血.t~は、 キ長タ与えニる ì!tれよ ~'d者i よりも、 リ4すcカ哨1!(Ffl!l
0'<j睦べる肝刊 t出向島るものを"詑i践して

(J?)，'j〆少年前!ff}Hニ対L、 子宮本的配泌をしてほしい ねiに、

〆n械の中には、 f-fj与のしつけに l1f.iか伝く、;主ッている

人がいゐので、 fずfての)，1，， 1':的ももののれ会政it'下内

を巧えて

古学~'l 内智子 3二つ L 、ご i阜、 子供的成長年代に介わせた主縫

校11父 J tj:，ill~*-(7)光%を

託子fJもたちの地域牢1)II'jも'!f2;!::Lて、ぞr.1t、かん"可齢主で、

体となノえよ III:j~ IilJの交流イベン!を、ド!f行会等地域

111体的協})を 11，て、 tfi:進 ざ ぜ て い た だ き た い

、地域コミム A ティー111111'/))令官成ずる且:味でiU!..r;，むE児所

円相怖と、ぞれにW~わるボラシチィア問主主成心'川、て

工配慮を

[-iJーたちの主主1"1'1士、本来は[，)織が1i' ~}べ予ものと思う

が‘職能告お持ち的地椛 E小収のために、 1'-1-ミ時打に

jJlll}J してはしい
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